
直接実施 業務委託等 補助金・負担金・助成金

総　計

事業の内容

SDGs17の目標

千円

・部分的な補修では対応しきれない状態のため、煙突（７本）を撤去し現在の屋根を残し
た上から新たな屋根をかぶせるカバールーフ工法を実施しました。

事業費
(R1年度決算額）

12,582 千円
人0.1

コスト
職員構成

概算人件費
(平均給与×従事職員数)

従事職員数

703 千円担当正規職員

人件費

 事務事業評価（主要事業レビュー） 
事務事業番号 01010120款 01施設改築費

千円

事業名 R1年度
（決算額）

財　　源　　内　　訳

担当部・課 国道支出金 地方債 その他 一般財源

千円 千円 12,582 千円
産業経済部　公設地方卸売市場

水産棟（西側）屋根葺替事業
12,582 千円

根拠法令

実施方法

事業の目的・対象 　水産棟屋根（西側）は、建物の老朽化及び潮風と鳥害等により腐食が進んでいました。

事業の必要性
　水産棟屋根（西側）は、雨漏り等が見られるほか、老朽化した煙突があり災害時には落
下の可能性もあることから早急な対策が必要です。

□ ■ □

千円 人

人件費 703 千円
再任用（ﾌﾙ）  人

13,285 千円

再任用（ﾊｰﾌ）

任期付職員

臨時職員 千円
千円 人

人千円

R1年度 H30年度 H29年度

千円 12,582 - -

単位

人

特記事項

自己評価の理由
　屋根の葺替工事により雨漏り等が解消され、老朽化した煙突を撤去したことにより災害
時に落下する危険性がなくなり、事業の有効性は高いと考えています。

中 低高

高 中

事業の課題、
今後の方向性等

　令和元年６月に策定された整備計画（経営展望）に基づき、施設の維持・整備を進めて
いきます。

評価指標
（事業実績）

指標名

低

事業の有効性（効果の達成状況）

事業の効率性（費用対効果）
自己評価

目項 01建設改良費01資本的支出

□

水産棟（西側）屋根葺替工事

嘱託職員

■ □

■ □ □
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直接実施 業務委託等 補助金・負担金・助成金

自己評価の理由
　産地市場として衛生高度化点検の指摘事項であった、生食用スペースの周囲との仕切り
を施行し適温管理に努めることにより、衛生管理がより向上され事業の効果が高いと考え
ています。

事業の課題、
今後の方向性等

　令和元年６月に策定された整備計画（経営展望）及び衛生高度化点検結果に基づき、施
設の維持・整備を進めていきます。

特記事項

中 □ 低

事業の効率性（費用対効果） □ 高 ■ 中 □ 低
自己評価

事業の有効性（効果の達成状況） ■ 高 □

-

室内エアコン設置工事 千円 1,012 - -
評価指標

（事業実績）

指標名 単位 R1年度 H30年度 H29年度

水産棟ビニールカーテン取付工事 千円 4,514 -

人
臨時職員 千円 人

総　計 6,229 千円
任期付職員 千円

人
再任用（ﾊｰﾌ） 千円 人

人件費 703 千円
再任用（ﾌﾙ） 千円

0.1 人
嘱託職員 千円 人

事業費
(R1年度決算額）

5,526 千円
担当正規職員 703 千円

コスト

人件費

職員構成
概算人件費

(平均給与×従事職員数)
従事職員数

SDGs17の目標

事業の目的・対象
　水産棟では、北海道産地市場衛生管理高度化検討委員会が実施している点検の結果を基
準として、市場関係者による水産棟衛生管理協議会において日常から衛生管理に努めてい
ます。

事業の必要性
　安全安心な生鮮食料品等の安定供給を使命としており、産地市場として衛生高度化点検
の指摘により、周囲との仕切りを施行した上で適温管理に努めるために必要です。

事業の内容 ①　水産棟ビニールカーテン取付工事
　・生食用（ウニ）と他のスペースを仕切るため、ビニールカーテンを取り付けました。
②　室内エアコン設置
　・ビニールカーテンによって生食用（マグロ・ウニ等）として仕切ってスペースの恒
　　常的な室温管理を行うため、室内エアコンを２基設置しました。

根拠法令

実施方法 □ ■ □

千円 千円 5,526 千円
産業経済部　公設地方卸売市場

水産棟衛生管理事業
5,526 千円 千円

事業名 R1年度
（決算額）

財　　源　　内　　訳

担当部・課 国道支出金 地方債 その他 一般財源

 事務事業評価（主要事業レビュー） 
款 01資本的支出 項 01建設改良費 目 01施設改築費　外 事務事業番号 01010121
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